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Abstract 
This paper examines the Japanese coup de force in Savannakhet, a city in southern Laos, on March 
9, 1945 and the ensuing months with reference to available Japanese documents. These documents 
show that the Japanese army disarmed the French Indochina army in Savannakhet and chased the 
French soldiers out of the city. The Japanese army ruled Savannakhet the same as before. They 
had no intention of changing the administration and the personnel. However, some Lao and 
Vietnamese organizations prepared for the independence movement during this period of 
Japanese occupation in World War II. 
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であったが、フランスへの情報提供者になった人物であり、彼が 1945 年 3 月 9 日から
1946 年 3 月 17 日までのサワンナケートの政治状況を報告したのが上記報告で、1946 年























7 号線や 12 号線とともにラオスとベトナムをつなぐ主要な道路となった。1911 年から
建設を開始したメコン川沿いにラオスの南北を結ぶ 13 号線と 9 号線が交差する都市が
サワンナケートであった12。しかし、日本軍がサワンナケートに進駐した 1945 年当時、
タケク以北の 13 号線の状態はかなり悪かったようで、日本の部隊はタケク以北への移
動には船を使用している13。1945 年 4 月に道路建設のためサワンナケートからパクサン










都のルアンパバーンとのアクセスよりも、9 号線やタケク経由の 12 号線でベトナム中
部とのアクセスが容易な地であった。 
1943 年の統計では、サワンナケートの人口は 5500 人で、そのうちラオス人が 850 人




がサワンナケートに進駐した 1945 年 3 月時点でもほぼ同じであったと考えてよいであ
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サワンナケートにおいて、1945 年 3 月 9 日、武力処理（明号作戦）を実行に移した部
隊は、歩兵第 83 連隊第 3 大隊第 11 中隊の 1 小隊と歩兵第 85 連隊第 1 大隊主力であっ
た17。以下、武力処理の準備、当日、その後の状況を主として歩兵第 83 連隊の北山俊男
の回想録18とインタヴュー19、歩兵第 85 連隊の連隊史20、及び同第 2 中隊の角田敏男の
回想録21によってまとめる。 
1. 武力処理の準備 
歩兵第 83 連隊第 11 中隊の 1 小隊はサバナケット（ﾏﾏ）警備隊と呼ばれ、北山俊男少
尉を警備隊長とし、兵員 68 名22からなる部隊（以下、北山小隊と呼ぶ）であった。1945
年 2 月 8 日、歩兵第 83 連隊第 3 大隊の緒方廣業大隊長から明号作戦の密命を受けて編
成されたのが北山小隊で、2 月 11 日に大隊本部のあったベトナムのビンからサワンナ
ケートに向けて出発した。4 台のトラックで出発し、ナーペーで一泊、タケクで二泊し、



















ナケートに到着した歩兵第 85 連隊第 1 大隊主力の兵も、昼間は毎日、メコン川へ水浴
に行き、町の人々と一緒になって茶色に濁る川で遊び、その帰りにはそのまま町をぶら
つき、仏印軍の将校宿舎や兵営の様子を探り、頭の中に叩き込んだという30。 



































3 月 9 日夜43、無線で武力処理開始の連絡を受けると、北山小隊はフランス軍将校、
ダスク中佐の宿舎を急襲した。ダスク中佐を連行して仏印軍の兵営であったドンモイ兵
営に向かった。通訳に降伏を呼びかけさせると安南兵は投降したが、フランス人下士官
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た地域にまでは支配が及んでいなかった。9 号線から外れた村在住の S 氏は、父親は村
に残ったが、自分は森に隠れており、そこから 5、6 キロ離れた森の中にフランス兵が
隠れていたことを知っていたが、日本兵が怖くてその情報は教えなかったという65。S 氏
は当時、7，8 歳の子供であったため森に隠れていたとも言えるが、前述の N 氏の証言
にもあるように、村落に居住していたラオス人のなかには、日本兵とフランス兵の戦闘
日本軍のサワンナケート進駐 ―サワンナケートにおける仏印武力処理とその後を中心に― 
















3 月 9 日、サワンナケートの武力処理を終えた日本軍にとって、前述のフランス兵の
追走とともに重要であったのはサワンナケート市内の治安維持であった。フランスの行
政官が一掃された後のサワンナケートには現地人行政官が残され、そのトップはラオス
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開始した大南公司、大南公司と一緒にやってきた Nitinan（ﾏﾏ）、7 月 27 日に来て 8 月 15
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ともに将校一同を招待して宴を開いてくれたそうで、敗戦兵となった日本兵への温かい
対応に感じ入った88という。サワンナケートには 3 泊して、9 月 10 日ころ、ビンに到着
した89。7 月 2 日からタイへの移動のため、ベトナムから 9 号線を西に向かっていた歩
兵第 86 連隊90は、サワンナケート付近で終戦の報告を受け、第 2 大隊を除き、サワンナ
ケートから対岸のムクダハンに渡り、タイのウボンに集結した91。サワンナケート付近













































ーサーンが 8 月 23 日に日本側に面会に行って、サワンナケートの統治権力を移譲され
た101、あるいは、ウンの動きに関しては言及せずにラオス人とベトナム人の武装勢力の
働きの下にサワンナケートが維持されるようになったことが述べられている102。また、




























































1 菊池 2019a：100-101 
2 菊池 2019a：100-117 
3 菊池 2019b：48-62 
4 菊池 2020：287-300 
5 Gunn  1988：119-123 
6 イサラとはラオス語で自由の意味で、第二次世界大戦後、ラオスの独立を求める勢力
をまとめてイサラと呼んだ。チャオムアンとは郡長、あるいは市長の意味。 
7 Gunn  1988：119 
8 1946 年 3 月 18 日にフランスはサワンナケートを再占領した。（Kasuang 2000：733） 
9 サワンナケートはフランスの植民地時代から県名としても使用されているが、本稿で
はサワンナケート県の中心都市の名称として使用する。 
10 Kasuang 2000：525 
11 Stuart-Fox  2008：1 
12 Kasuang 2000：560 
 
日本軍のサワンナケート進駐 ―サワンナケートにおける仏印武力処理とその後を中心に― 
- 134 - 
 
 
13 平野 1986：621、632、676 
14 角田 1999：29 




16 Stuart-Fox  2008：408 1943 年の同じ統計によると、ラオスの主要都市（ビエンチャ
ン、ルアンパバーン、タケク、サワンナケート、パクセ、シェンクワン）のうち、ル
アンパバーン以外は、ベトナム人人口が約 6 割から 8 割を占めている。 
17 防衛庁防衛研究所戦史室 1969：613-614 
18 北山俊男．2001．『あの日 あの時』（私家版） 
19 2015 年 8 月 29 日、石川県能美市にて実施。 
20 平野安巳刊行責任．藤掛寅七編集責任．1986．『軍旗のもとに 歩兵第八十五聯隊史』
歩兵第八十五聯隊史刊行会（非売品） 
21 角田敏男．1993.『孫たちに伝える おじいちゃんの従軍記』（私家版） 
22 回想録の別の箇所（北山 2001：115）では 37 名、インタヴュー時の記憶では約 40
名から 60 名程度。 
23 北山 2001：41-43 
24 同上 43 





29 北山 2001：136-137 
30 角田 1993：103-104 
31 平野 1986：578 によると、1945 年 2 月 19 日にハノイを出て、21 日にサワンナケー
ト着。角田 1993：102-103 によると、2 月 25 日にハノイを出て、28 日にサワンナケ
ート着。北山の回想録では、3 月 5 日にハノイ発、3 月 9 日未明にサワンナケート着
となっている（北山 2001：44-45）が、本稿では、歩兵第 85 連隊員の記述に従う。 
32 平野 1986：573 
33 角田 1993：102-103 
34 北山 2001：137 
35 プーミー・ノーサワンは、ラオス王国において、第一次連合政府崩壊後に右派軍人と
してサワンナケートを拠点に絶大な権力を持っていたが、1965 年に失脚してタイに
亡命した。（Stuart-Fox  2008：258-259） 
36 Oun 1975：7 
37 Gunn  1988：121 
38 Stuart-Fox  2008：258 
39 Gunn  1988：119 
40 北山 2001：115 
41 平野 1986：573 総兵力 800 名との記憶もある（平野 1986：580）。 
42 北山 2001：44 
43 北山によれば 21 時（北山 2001：127）、角田によれば 23 時（角田 1993：104）、そ
 
菊池陽子 
- 135 - 
 
 
の他、歩兵第 85 連隊史では、21 時過ぎ（平野 1986：582）、22 時過ぎ（同 572）と
の記述もある。 
44 北山 2001：127 
45 連隊史には仏印総督府とあるが、サワンナケートにあった理事官府のことであると
思われる。 
46 平野 1986：572 
47 角田 1993：104 
48 平野 1986：573 
49 角田 1993：105 
50 北山氏とのインタヴューより。ただし、サワンナケートの全フランス人が本当に移送
されていなくなったのかは不明。 
51 平野 1986：573 
52 山口 1989：37 
53 北山氏とのインタヴューより。 
54 角田 1993：104-105、平野 1986：573 
55 カムセーン報告では、しのはら（漢字不明）中尉に率いられた日本軍となっているが、
日本側の史資料ではしのはら中尉という人物は見当たらない。 
56 Gunn  1988：119 
57 北山 2001：128 
58 同上 45-47 
59 N 氏とのインタヴューより。N 氏（女性）はドンヘン村生まれ。2019 年 8 月 5 日の
インタヴュー時には 95 歳であると語っていた。 
60 角田 1993：105-107 
61 北山氏とのインタヴューより。 
62 厚生省援護局 1961：533 
63 北山 2001：139-140 
64 北山氏とのインタヴューより。 
65 S 氏とのインタヴューより。S 氏（男性）はノーンラムチャン村生まれ。2019 年 8 月
5 日のインタヴュー時には 82 歳であると語っていた。 







67 Gunn  1988：121-122 
68 北山 2001：47 
69 同上 
70 北山氏とのインタヴューより。 
71 Gunn  1988：119 
72 北山氏とのインタヴューより。 
73 Gunn  1988：120 
74 Oun 1975：16 
 
日本軍のサワンナケート進駐 ―サワンナケートにおける仏印武力処理とその後を中心に― 







76 北山 2001：48 
77 北山氏とのインタヴューより。 
78 Fonds DEUVE：G14-16 Laos 197 
79 北山氏とのインタヴューより。 
80 北山 2001：48 
81 北山 2001：116 




85 防衛庁防衛研究所戦史室 1969：680 
86 北山 2001：140-142 移動の理由は本人には明らかにされていなかった。 
87 緒方 1982：614-616 
88 北山 2001：142 
89 同上 49 
90 JACAR．Ref.C112122452600 
91 歩兵第八十六聯隊史編纂事務局 1973：549 
92 厚生省援護局 1961：533 
93 緒方 1982：615 
94 Oun 1975：6-20 
95 Vivan 2012：44-46 




97 Oun 1975：23 
98 北山氏とのインタヴューより。 
99 Fonds DEUVE：G14-16 Laos 197 
100 Oun 1975：23-25 
101 HongphimkhwaengSavannakhet 1995：24 
102 Sisana 1991：27 
























Gunn. Geoffrey C. 1988. Political Struggles in Laos(1930-1954)  Duang Kamol.  Bangkok 
HongphimkhwaengSavannakhet. 1995. Mounsuatosou philaathan khwaeng Savannakhet 
Savannakhet（『サワンナケート県の勇敢な闘争の伝統』） 
Kasuang thalengkhaw lae watthanatham. 2000. Pawatsat law(dukdamban-pacouban) 
Hongphimhaenglat. Vientiane (『ラオス史（古代から現代）』) 
Khammi Nawtuayang. 2013. Pathan Kayson Phomvihan nyunnyongkhongtua younay 
phalakitpativatannyingnyay  khongpasasonlaobandaphawtalotpay Vientiane（『諸民
族からなるラオス人民の偉大な革命の使命を維持し続けているカイソーン・ポ
ムウィハーン主席』） 
Oun Sananikone. Translated by John B. Murdoch and 3264. 1975. Lao Issara:The Memoires of 
Oun Sananikone  Data paper:Number100. Southeast Asia Program. Department of 
Asian Studies. Cornell University. Ithaca, New York 
Sisana Sisan. 1991. “Phuconghakphakditokanpativat lae topasason”(「革命と人民に忠実な人」) 
in Khanakammakan vithanyasatsangkhomhaengspplao. Kayson Phomvihan 




Stuart-Fox. Martin. 2008．Historical Dictionary of Laos  The Scarecrow Press,Inc．Lanham, 
Maryland・Toronto・Plymouth, UK 






Fonds DEUVE．Série G(Avant Guerre-Après Guerre)14-16 Laos197．Mémorial de Caen．
Service des Archives et de la Documentation 
JACAR（アジア歴史資料センター）．Ref.C112122452600（タイ．仏印方面部隊略歴）防
衛省防衛研究所 
